
国
語 

一 

 
 

現
代
文 

出
題
の
意
図 

問
一 

 

基
本
的
な
漢
字
の
知
識
を
も
と
に
、
文
脈
に
応
じ
た
適
切
な
読
み
・
書
き
が
で
き
る
か
を
問
う

問
題
。 

問
二
（
１
）
本
文
の
内
容
を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
、
指
定
さ
れ
た
本
文
の
文
脈
に
合
致
し
な
い
選
択
肢

を
選
ぶ
力
を
問
う
問
題
。 

 
 

（
２
）
本
文
の
内
容
を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
、
指
定
さ
れ
た
本
文
の
文
脈
に
合
致
す
る
適
切
な
箇

所
を
抜
き
出
す
力
を
問
う
問
題
。 

問
三 

 

著
者
の
主
張
の
理
由
を
本
文
の
内
容
か
ら
適
切
に
見
出
し
、
指
定
さ
れ
た
語
を
用
い
な
が
ら
、

定
め
ら
れ
た
字
数
で
説
明
す
る
力
を
問
う
問
題
。 

問
四 

 

本
文
の
内
容
を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
、
指
定
さ
れ
た
本
文
の
文
脈
に
合
致
す
る
適
切
な
箇
所

を
抜
き
出
す
力
を
問
う
問
題
。 

問
五 

 

本
文
の
内
容
を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
、
著
者
の
主
張
と
も
っ
と
も
合
致
す
る
選
択
肢
を
選
ぶ

力
を
問
う
問
題
。 

問
六
（
１
）
本
文
の
内
容
を
正
確
に
把
握
し
、
著
者
の
用
い
る
言
葉
を
適
切
に
説
明
す
る
力
を
問
う
問

題
。 

 
 

（
２
）
同
前 

問
七 

 

本
文
全
体
の
論
理
的
な
構
成
を
正
確
に
把
握
す
る
力
を
問
う
問
題
。 

 

解
答
例
・
評
価
の
観
点 

問
一 

（
解
答
） 

ａ 

リ
ュ
ウ
チ
ョ
ウ 

 

ｂ 

シ
ャ
シ
ョ
ウ 

ｃ 

眺 
 

ｄ 

ハ
バ 

 

ｅ 

発
揮 

 
 

 

ｆ 

繊
細 

 

ｇ 

配
慮 

ｈ 

シ
ツ
ヨ
ウ
（
シ
ツ
オ
ウ
） 

問
二 （

１
） 

（
解
答
） 

エ 

（
２
） 

（
解
答
）
エ
リ
ス
に
と
っ
て
吃
音
は
問
い
で
あ
り
、
会
っ
た
こ
と
の
な
い
先
祖
と
対
話
す
る

機
会
で
も
あ
る
の
だ
。 



問
三 

（
評
価
の
観
点
） 


 

筆
者
の
主
張
を
正
し
く
読
み
取
り
、
そ
れ
を
適
切
な
語
や
事
例
を
用
い
な
が
ら
説
明
で
き
て
い
る
。 


 

指
定
さ
れ
た
語
句
を
用
い
て
い
る
。 


 

解
答
の
文
章
が
適
切
に
整
っ
て
い
る
。 


 

定
め
ら
れ
た
字
数
の
範
囲
で
記
述
し
て
い
る
。 

問
四 

（
解
答
）
彼
ら
は
社
会 
～ 

の
で
あ
る
。 

問
五 

（
解
答
） 

ウ 

問
六
（
１
）
（
評
価
の
観
点
） 


 

本
文
中
の
用
語
の
意
味
を
正
し
く
読
み
取
り
、
適
切
に
説
明
で
き
て
い
る
。 


 

解
答
の
文
章
が
適
切
に
整
っ
て
い
る
。 


 

定
め
ら
れ
た
字
数
の
範
囲
で
記
述
し
て
い
る
。 

（
２
）
（
評
価
の
観
点
） 


 

本
文
中
の
用
語
の
意
味
を
正
し
く
読
み
取
り
、
適
切
に
説
明
で
き
て
い
る
。 


 

解
答
の
文
章
が
適
切
に
整
っ
て
い
る
。 


 

定
め
ら
れ
た
字
数
の
範
囲
で
記
述
し
て
い
る
。 

問
七 

（
解
答
） 

第
二
段
落 

障
害
と
の
こ 

 

第
三
段
落 

近
年
、
以
前 

   
 



国
語 

二 

 
 

古 

文 
出
題
の
意
図 

問
一 

古
典
文
法
の
基
礎
的
な
知
識
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
を
問
う
。 

問
二 

基
本
的
な
古
語
と
古
典
文
法
の
知
識
を
踏
ま
え
た
、
古
文
の
読
解
力
を
問
う
。
ま
た
的
確
に
古
文

を
現
代
語
訳
で
き
る
表
現
力
を
問
う
。 

問
三 

和
歌
の
基
本
的
な
修
辞
、
古
語
と
古
典
文
法
の
知
識
を
踏
ま
え
た
、
和
歌
の
理
解
を
問
う
。
ま
た

和
歌
を
的
確
に
現
代
語
訳
で
き
る
表
現
力
を
問
う
。 

問
四 

基
本
的
な
古
文
常
識
お
よ
び
和
歌
の
修
辞
に
つ
い
て
の
知
識
を
問
う
。
か
つ
文
章
全
体
の
内
容
を

正
確
に
把
握
し
て
い
る
こ
と
を
問
う
。 

 

解
答
例 

問
一 

ヤ
行
下
二
段
動
詞
「
お
ぼ
ゆ
」
未
然
形
／
受
身
の
助
動
詞
「
ら
る
」
連
用
形
／
（
謙
譲
の
補
助
動

詞
）
ラ
行
四
段
動
詞
「
た
て
ま
つ
る
」
連
用
形
／
過
去
推
量
の
助
動
詞
「
け
む
」
連
体
形 

問
二 

そ
れ
ぞ
れ
古
語
の
意
味
、
語
法
、
文
法
に
即
し
て
正
確
な
現
代
語
訳
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た

文
脈
を
理
解
し
て
の
現
代
語
訳
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

（
ア
）
「
夜
も
す
が
ら
」
は
、
一
晩
中
、
夜
通
し
、
の
意
。
「
の
の
し
る
」
は
、
大
騒
ぎ
す
る
、
盛
大
に
す

る
、
の
意
。 

（
イ
）
副
助
詞
「
さ
へ
」
、
反
実
仮
想
「
ま
し
か
ば
（
～
ま
し
）
」
の
構
文
を
理
解
し
て
訳
す
。
【
注
】
の

「
結
び
お
き
し
～
」
の
和
歌
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
に
留
意
。
「
思
し
慰
む
」
は
「
思
ひ
慰
む
」
の 

 

尊
敬
語
。 

（
ウ
）
「
な
の
め
な
り
」
は
平
凡
だ
、
並
一
通
り
だ
、
の
意
。
「
か
た
ほ
な
り
」
は
、
不
十
分
だ
、
不
出
来

だ
、
の
意
。
「
こ
と
わ
り
な
り
」
は
、
道
理
だ
、
当
然
だ
、
の
意
。
「
だ
に
～
ま
し
て
～
」
の
構
文

に
即
し
て
適
宜
語
句
を
補
い
つ
つ
訳
す
。 

問
三 

「
の
ぼ
り
ぬ
る
煙
」
は
、
葵
上
を
火
葬
に
し
た
煙
。
「
わ
か
ね
ど
も
」
は
見
分
け
、
区
別
が
つ
か
な

い
が
、
の
意
。
「
な
べ
て
」
は
す
べ
て
一
様
に
、
の
意
。
【
注
】
の
「
大
空
は
～
」
を
踏
ま
え
て
訳

す
。 

問
四 

①
藤 

 

②
淵 



国
語 

三 

 
 

漢 

文 
出
題
の
意
図 

問
一 

漢
文
の
基
本
的
な
語
彙
力
を
問
う
。 

問
二 

漢
文
の
重
要
句
法
の
知
識
と
漢
文
訓
読
の
能
力
と
を
問
う
。 

問
三 

漢
文
の
読
解
力
と
邦
語
訳
の
的
確
な
表
現
力
と
を
問
う
。 

問
四 

漢
文
の
重
要
句
法
の
知
識
と
漢
文
訓
読
の
能
力
と
を
問
う
。 

問
五 

漢
文
の
読
解
力
と
邦
語
訳
の
的
確
な
表
現
力
と
を
問
う
。 

問
六 

問
題
文
の
テ
ー
マ
を
把
握
し
た
上
で
、
全
体
の
文
意
を
限
ら
れ
た
字
数
に
摘
要
す
る
能
力
を
問

う
。 

 

解
答
例
・
評
価
の
観
点 

問
一
（
評
価
の
観
点
） 

漢
文
の
基
本
的
な
用
語
を
理
解
し
て
い
る
か 

ａ
「
の
み
」
、
ｂ
「
す
こ
ぶ
る
」
、
ｃ
「
こ
と
に
」 

問
二
（
評
価
の
観
点
） 

「
令
」
、
「
以
為
」
の
用
法
等
を
理
解
し
て
い
る
か 

問
三
（
評
価
の
観
点
） 

比
較
を
表
わ
す
文
章
で
あ
る
こ
と
、
及
び
何
と
何
と
の
比
較
か
等
を
理
解
し
て
い
る
か 

問
四
（
評
価
の
観
点
） 

「
為―

所
」
の
用
法
等
を
理
解
し
て
い
る
か 

問
五
（
評
価
の
観
点
） 

「
所
軽
者
」
「
思
」
が
指
し
て
い
る
内
容
等
を
理
解
し
て
い
る
か 

問
六
（
評
価
の
観
点
） 

「
書
に
秀
で
て
い
た
丁
覘
は
、
そ
の
身
分
の
低
さ
か
ら
、
一
部
の
人
間
以
外
か
ら
軽
ん
じ
ら
れ
て
い

た
」
と
い
う
状
況
か
ら
、
「
丁
覘
の
文
字
が
書
か
れ
た
物
が
失
わ
れ
、
以
前
丁
覘
を
軽
ん
じ
た
者
が
入

手
し
よ
う
と
し
て
も
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
状
況
へ
の
変
化
等
を
理
解
し
て
い
る
か 


